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■取扱説明書について                             

● 本機を使用する前にこの取扱説明書をよくお読みください。 

● 本機を貸与または譲渡される場合は、必ず本機と一緒にお渡しください。 

● 紛失または破損した時は、直接販売店へご注文ください。 

 

《はじめに》                       

✓ このたびは、本製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。 

✓ この取扱説明書は本製品を常に最良の状態に保ち、安全な作業をしていただく為に、正しい取

扱い方法と簡単なメンテナンス方法について説明しております。 

✓ ご使用の前に必ずこの取扱説明書を良くお読みいただき、安全な運転作業と正しい取扱方法を

十分に理解し、安全で能率的な作業にお役立てください。 

✓ お読みになった後はいつでも取り出してご覧になれるよう大切に保管し、紛失や破損された場

合は販売店から購入する、またはメーカーホームページよりダウンロードを行ってください。 

 

《定義とシンボルマークについて》             

本書では、危険度の高さ（または事故の大きさ）に従って、次のような定義とシンボルマークが使

用されています。以下のシンボルマークがもつ意味を十分に理解し、その内容に従ってください。 

 

シンボルマーク 定       義 

 
その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを示

します。 

 
その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるものを

示します。 

  その警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れがあるものを示します。ま

た、遵守または矯正しないと、製品自体に損傷を与えるものも示します。 

参 考 
操作、保守において知っておくと得な製品の性能、誤りやすい操作に関する

事項を示します。 

 

《本製品の規制について》                 

1) 本製品は農業用の畔草刈機として開発されておりますので、これ以外の用途（レンタル等で作業者が

特定出来ないような使われ方）では使用しないでください。保証の対象外となる場合があります。 

2) 地を這うように伸びるツタ、ツル等の草については刈取れない場合もあります。  

3) 本製品は、日本国内でご使用頂くために、開発・生産されたものです。 

海外の法規・規則・ルール・安全基準などに合致しておりませんので、品質や性能の保証、及び修

理のご相談等を含むあらゆるサービスのご提供はできかねますので、ご了承願います。 
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1. ご使用の前に〈安全にお使いいただく為に、必ずお読みください〉   

1.1 作業条件                             

 

 

1) 本書の内容を理解できない人は使用しないでください。 

2) 所有者以外の人は使用しないことが原則です。やむを得ず機械を他人に貸すときには、取扱い方

法を説明し、本機とエンジン(該当製品)の「取扱説明書」をそれぞれ熟読し、取扱い方法や安全

のポイントを十分理解してから作業をするように指導してください。 

3) 過労、病気、薬物、その他の影響により正常な運転操作が出来ない時には作業しないでください。 

4) 酒気を帯びた人、妊婦、子ども(中学生以下)、未熟練者にも作業をさせないでください。 

5) 機械の回転部に巻き込まれたりしないよう、作業衣は長袖の上着に裾を絞った長ズボンを着用

し、適切な服装で行ってください。くわえタバコ、巻き(腰)タオルは厳禁です。 

6) 製品に応じて、滑り止め(スパイク)のついた安全靴（長靴）やヘルメット（帽子）、防護眼鏡、

手袋、スネ当て等の適切な装備を使用してください。 

 

1.2 作業をする前に                          

1.2.1 作業前の注意事項 

 

排気ガスにより一酸化炭素中毒の恐れがあります。屋内など換気が不十分な所では、運転や作

業はしないでください。 

 

 

1) 安全作業の障害となるような本機の改造は絶対にしないでください。 

（カバ―の切断、標準品以外の装着、指定外のベルト･オイルの使用、安全装置の取外し等） 

〈これらの改造に起因する事故、及び不具合に関しては、一切の責任を負いかねます。〉 

2) 周囲に人や動物、車両や設備、建造物等の有形資産がない事を確認してください。また、周囲の

安全を確認して、圃場内の障害物､側溝､軟弱な路肩など危険な場所や注意が必要な場所には目印

などを設けて近寄らないでください。 

3) 石やその他の異物は事前に取除き、除去不能な障害物などがある場合には、注意標識又は作業禁

止範囲を示す安全柵などを設けた後で作業を始めてください。また、このような圃場では安全の

ために通常よりも高刈りで作業を行ってください。ナイフが欠けたり、石等の異物が飛散し危険

です。 

4) 岩や金属など刃の接触により火花が出るような物は事前に取り除いてください。取り除くことが

できない場合は目立つような目印を設けて近づかないようにしてください。 

5) 枯草を刈る際は高温となるエンジンや排気管周辺等を 1 時間に 1 回、草屑等を堆積していないか

確認し清掃を行ってください。 
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6) 枯草は自然発火や外部からの火気により火災が発生する可能性があります。枯草を刈る際は作業

者以外に作業管理者を設け、常に監視した状態で行ってください。 

7) 乾燥注意報などが発令されている時に草刈を行う際は特に注意をし、場合によっては草刈を行わ

ないようにしてください。 

8) 転落防止のため、川や崖や段差（路肩）を走行する場合は、路肩崩れや転落の危険性を考慮し、

十分に安全な平坦地を走行してください。 

9) 暗い時、視界が悪いときの使用は危険です。周囲の状況が十分に把握できない時には使用しない

でください。 

 

 

 

1) 雨天時や水たまり等本機が大量の水を浴びるような条件での使用は避けてください。 

2) その他気象条件等に留意し、作業実施の判断や装備の選択に十分配慮してください。 

 

1.2.２ 作業前の点検･確認 

 

 

1) 前回の作業終了後に確認された要修理箇所等について、確実に修理が行われている事を作業開始

前に必ず確認し、修理が完了するまでは絶対に作業を開始しないでください。 

2) 安全のためのカバー類はもとより、標準に装備されている安全装置及び関連部品を外したままの

運転は非常に危険です。事故防止のため、これらの部品は必ず装着した状態で使用してくださ

い。もし異常がある場合は修理を行い、正常な状態を確認してから作業をしてください。 

3) 作業クラッチ（ナイフクラッチ等）が「切」位置の時、Ｖベルトが確実に止まっているか点検

し、もし少しでも動いている場合にはエンジンを止め、ベルト押え､ワイヤを調整してください。 

4) ナイフの脱落は危険です。ナイフのセットボルト・ナットをしっかり締めてください。また、古

いものは新しいものに取り換えてください。 

5) ナイフ交換のための開閉カバーがあるものは、開いたままの使用は危険です。必ず閉めた状態で

使用してください。 

6) エンジンの冷却風の吸込口、シリンダ付近の草詰まり、特に高温となる排気管周辺や本機に堆積

した草屑等は作業前に必ず取り除いてください。エンジンの焼付きや火災の原因となります。 

また、外側のみならず、エアクリーナー内部、ＨＳＴファンカバー（該当製品）など内側に堆積

した草屑等の清掃も同時に行ってください。 
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1.2.3 火気厳禁・燃料の給油 

 

 

1) 作業中及び給油中に限らず機械の周辺は火気厳禁です。引火や火傷の危険があります。くわえタ

バコ、焚き火等、裸火の使用等は、機械のそばで絶対行わないでください。 

2) 給油はエンジン停止後、マフラーの温度が十分下がってから行ってください。 

3) 給油は油面上限マークがあるものは、マーク以下(傾斜地使用の場合には更に少なく)にしてくだ

さい。多く入れ過ぎた時はマ―ク以下になるまで抜き取ってください。また、こぼれた燃料は必

ず拭き取ってください。 

4) 身体に静電気が帯電した状態では行わないでください。気化したガソリンにより引火の可能性が

あり、火傷、火災につながる恐れがあります。 

 

1.3 作業中は                              

1.3.1 作業中の注意事項 

 

 

1) 安全のため、余裕を持った運転を心掛け、急発進・急停止・急旋回はしないでください。 

2) 無理な姿勢で作業を行わず、体調に合わせ１～２時間程度で休息を取るようにしてください。 

3) 作業範囲内（半径１０ｍ以内）に人(特に子供)やペットが入り込まないよう､草刈り作業中である

旨の立て札やガードロープを張るなどし､半径１０ｍ以内に近づけないでください。人やペットが

近づいた時には直ちに作業を中断し、エンジンを停止してください。 

4) 運転中、周囲に燃えやすい物や危険物を置かないでください。また排気マフラーは高温となりま

す。本機操作時・作業終了直後等に手をかけると、火傷を負う恐れがあります。 

5) 斜面での作業は、勾配が１０°以下でご使用ください。上下方向よりも横方向（等高線方向）に行

うようにしてください。上下方向の作業は、本機が滑り落ちてくる、作業者の足が滑って本機に

巻き込まれる等の恐れがあります。 

6) 滑り止めなどの注意を十分行って、それでも滑りやすい場所では作業を行わないでください。 

 

 

1.3.2 操作上の注意事項 

 

 

1) 始動時は走行(主)クラッチ、作業(ナイフ･ロータリー)クラッチを「切」位置にし、中立のある

ものは変速レバーを「中立」位置にして、ブレーキがあるものはブレーキを掛けてから始動し

てください。 

2) 斜面での旋回等の操作は十分に注意してください。バランスを崩し、転倒してけがをする恐れが

あります。 
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3) 斜面では、安全のため、変速レバー・クラッチレバー類の不要な操作は行わないでください。ス

リップ・転落・滑落等の危険があります。 

4) バックする時は、人(特に子ども)･動物･障害物がない事を確認して機械との間に挟まれたり、崖

や段差からの転落等がない様足場に注意してください。(該当製品) 

5) 木の周りや壁際などの作業時は、ハウスの支柱や木の枝、鉄線等と本機との間に体や手を挟んだ

り、枝での打撲･挟まれに十分注意して作業を行ってください。  

6) 旋回時は特に足元に注意し、作業部(ナイフ･爪など)、走行部(タイヤ･クローラー等)に巻き込ま

れないようにしてください。 

7) 刈取方向を切り替える時には、その前後方向の安全性を確認した後に行ってください。 

8) 作業(ナイフ･ロータリー)クラッチは、人(子ども含む)や動物がいない事を確認し、安全に十分注

意した後に操作してください。 

 

1.3.3 作業中の点検・停止・清掃 

 

1) 作業中、異物と衝突（噛み込み）した時は直ちに作業（草刈･耕運など）を止め、エンジンを停止

してください。そして、必ずナイフ･ナイフステー･爪類（該当製品）及びカバー類の欠けや曲が

りの有無を調べ、必要に応じ修正･交換ください。 

 

 

1) 作業中に点検する際は、必ずエンジンを停止し、各部が冷えてから、手を保護するために皮手袋

などの丈夫な手袋をして実施ください。 

2) 本機より離れる時は、必ずエンジンを止めてください。また、安定した平坦地で確実に停車して

ください。 

3) エンジンを止める際は、該当する製品については次の事を行ってください。 

①ブレーキをかける。②キーを抜く。③燃料コックを閉める。 

4) 運転中の異常な音、匂い、発熱は火災の原因となる恐れがある為、直ちにエンジンを停止し、点

検・修理してください。 

5) その他作業中、異常を感じたら必ずエンジンを停止してから、点検を行ってください。 

6) 冷却風の吸込口、シリンダ付近の草詰まり、特に高温となる排気管周辺に堆積した草屑等は注意

深く取り除いてください。エンジンの焼付きや火災の原因となります。 

また、外側のみならず、内側もこまめに清掃してください。また、エアクリーナー内部の清掃、

ＨＳＴファンカバー（該当製品）に堆積した草屑の清掃も同時に行ってください。 
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1.4 積み降ろし及び運搬時の注意                      

  

1) 本機を運搬する時は必ずエンジンを停止し、燃料コックを「閉」状態にしてください。燃料漏れ

により、こぼれた燃料が引火する恐れがあります。 

2) 必要以上に本機を傾けないでください。燃料が漏れ出す恐れがあります。 

 

1) 運搬用の車は製品に応じた車を使用してください。(積載重量、荷台のサイズ、干渉の有無) 

2) 運搬用の車は平坦で安全な場所を選び、搭載時に動き出さない様にエンジンを止め、サイドブ

レーキを引き、車輪止めをしてください。 

3) ナイフ･爪がブリッジと接触しない位置まで高さを調整してください。また、該当する機種は次

の事を行ってください。①作業クラッチは「切」位置。②デフロックを「入」位置 

4) 基準にあった丈夫なブリッジをゆるい勾配（１５度以下）で確実にかけ、エンジン回転を下げ、

積み込みは「前進」で、降ろす時には「後進」で低速でゆっくり行ってください。 

〈その際、速度や方向を変える操作は危険ですので、行わないでください。〉 

5) 本機がブリッジとトラックの荷台との境を越える時には、急に重心の位置が変わりますので、

十分に注意してください。 

6) 運搬時は丈夫なロープ等で確実に固定してください。また、安全運転を心掛けてください。 

 

1.5 点検・整備                             

◎品質及び性能維持のためには定期点検が不可欠です。  

始業前点検・月次点検は所有者ご自身で、年次点検は販売店(有料)へご依頼ください。 

〈定期点検を怠ったことによる事故・故障については責任を負いかねますのでご注意ください。〉 

  

 

下記に記載の内容を守らないと火傷や傷害事故、機械故障の原因となります。 

1) ご使用前後に、日常の点検、整備を行う他、定期的に点検、整備を行って常に製品を安全で快適

な状態に保つようにしてください。 

2) 点検、調整、整備はエンジンを停止し、マフラー部やその他ミッションケースの過熱部位が完全

に冷えてから皮手袋などの丈夫な手袋を着用し、適正な工具を正しく使用して行ってください。 

3) 点検、調整、整備は地面が平坦で硬く、広くて明るい場所で実施し、常に機体のバランスに留意

し、転倒させない様に十分注意してください。 

4) 本機を吊り上げて点検する場合には、必ず落下防止を行ってください。 

5) 作業部（ナイフ･爪）や走行部（タイヤ･クローラー）の交換や着脱を行った場合は、指定の場所

に確実に装着されているか、しっかりと締め付けしているか確認してください。 

6) 作業部（ナイフ･爪）や走行部（タイヤ･クローラー）を新品に交換する際には安全のため取付け

ボルト類も一緒にメーカー純正品の新品と交換してください。 



1. ご使用の前に 
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7) ベルトやナイフ部の安全カバー、及び飛散防止用のカバーの破損は危険です。作業中に異常を感

じた箇所はそのままにせず、必ず作業を中断して点検、また作業終了後に再度点検し、必要な修

理をしておいてください。 

8) 取外したカバー類は、必ず元の位置に正しく取り付けてください。 

9) 指定外のアタッチメント取付けや、改造は絶対にしないでください。 

10) 燃料パイプは古くなると、燃料漏れの原因となり危険です。1 年毎、または傷んだ時には締め付

けバンドとともに新品と交換してください。 

 

 

下記に記載の内容を守らないと機械故障の原因となります。 

1) 本機を洗車する場合は、エンジン部（電装部、エアクリーナー付近、燃料キャップなど）及び警

告ラベル貼付け箇所に水をかけないでください。 

2) クラッチ類、スロットル、ギアチェンジ等の点検、調整は十分に行ってください。 

3) シートをかける場合には火傷や火災を防ぐため、エンジンの停止後「約 5 分以上」待って、マフ

ラーやエンジン本体の冷却状態を十分確認した上で行ってください。 

 

1.6 保管時                               

 

 

1) 安全のため、燃料コックは必ず閉めてください。 

2) 本機を長期保管する場合は屋内で保管ください。〈5.5 長期保管のしかた 参照〉 

3) 本体や作業部に付いたごみや付着物・異物は取り除いてください。 
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2.2 各部のはたらき                          
①⾛⾏クラッチレバー 

エンジンからミッションへの動⼒を断続させます。レバーをハンドルと⼀緒に握ると「⼊」位置 

の状態、離すと「切」位置の状態になるデッドマン式クラッチレバーを採⽤しています。 

 

②ナイフクラッチレバー 
エンジンからナイフへの動⼒を断続させます。ハンドルを握った状態で下から上へ持ち上げる 

と「⼊」の状態でロックします。そのままの状態から親指で押し下げると「切」位置の状態に 

なります。 

 
 
 

  安全の為、エンジン始動時･後進時は必ずナイフクラッチを「切」位置にしてください。 
 

 

③変速レバー 

⾛⾏速度の選択時に操作します。変速は前進で「◯１ 」、「◯２ 」、「③」の３段で、後進が「R」の１

段です。 

変速は⾛⾏クラッチレバーから⼿を離し、本機を停⽌させた後操作してください。 

「◯１」位置ではゆっくりと、「②」位置ではやや早く、「③」位置ではスピーディーな前進が⾏えます。 

    
                 変速レバーの操作は必ずエンジンを始動し、⾛⾏クラッチレバーを「切」位置

にして⾏ってください。⾛⾏クラッチレバーを握ったまま変速レバーの操作を⾏うと、ミッショ

ン内部のギヤが破損する恐れがあります。 

   

 

④⾓度調整レバー 
畦等、法⾯の草刈作業時に左カッターユニット部の対地⾓度の調整を⾏います。圃場条件に応じ、レ

バー操作で「①⽔平固定（レバー｢固定｣位置）」「②⾃在０°〜３０°」「③⾃在０°〜６０°」の３段

階を選択できます。法⾯の傾斜⾓度に合わせて選択してください。 

 ⾃在からの⽔平固定位置へはレバー操作で引き戻すことができます。 

・以上の機能を“ウィング機構
．．．．．．

”と⾔います。 

  

⑤刈⾼調整レバー 
刈⾼さの調整を⾏います。調整は４段であり、低い⽅からそれぞれ下の表のとおりです。 
 

 

 

 

刈⾼調整レバー位置 ① ② ③ ④ 

刈⾼さ(mm) 10 30 50 70 
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5.1.2 エンジンオイルの点検・交換 
◎点検・補給…

①毎運転前に〈3.1 エンジンオイルの点検〉を参考にエンジンオ

イルの量、及び汚れを⽬視で点検し、規定量でない場合、及び

汚れがひどい場合には、補給または全量交換（下記参照）して

ください。

〈使⽤するオイルの質･量は 3.1 エンジンオイルの点検 参照〉

□出荷時、少量のエンジンオイルが残っています。

◎交 換…
②オイルを受け取る適当な容器を⽤意します。

③ベルトカバーを取り外し、エンジン側下部にあるドレンプラグ

(排油栓)を取り外し、クランクケース内のオイルを抜取ります。

参考︔同時に給油栓も取り外しておくと、オイルが抜き取り 

やすくなります。 

④オイル排出後、ドレンプラグを確実に取り付けてください。

⑤〈3.1 エンジンオイルの点検〉を参考に指定のエンジンオイルを

0.55 ㍑（メイキ）、0.6 ㍑（カワサキ）注油してください。

参考︔ 

1) 搭載エンジンによってドレンプラグの位置が異なる場合がありますので注意してください。

2) ドレンプラグがエンジン後部にある場合

ハンドルをホイスト等で吊り上げ、タイヤを外してオイルの排出を⾏ってください。(ベルトカ

バーの取り外しは必要ありません。)

3) オイル交換後は取り外したカバー、タイヤ、ドレンプラグ、給油栓を確実に取付けてください。

4) ⾼負荷または⾼温下で連続⻑時間使⽤する場合には、上記⽬安より早めの交換(約半分の時間)

を励⾏してください。

交換の⽬安 
初回︓5 時間⽬、２回⽬以降︓２５時間毎 

ドレンプラグ 
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7



8



9



30

2~3mm 
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5.4 ナイフの点検・交換・取付け                    

       ■安全のため、ナイフの作業前点検を⾏ってください。■ 
 

1) 本機には鋭利なナイフが使⽤されていますので、点検・交換時のナイフ脱着の際には必ず製品付
属の「ナイフ交換⼯具」を使⽤し、⼿袋等を使い絶対に素⼿で直接ナイフに触らないでくださ
い。ケガをする恐れがあります。 

2) ナイフを交換する際には必ずメーカー純正品とご指定ください。社外ナイフの使⽤は危険である
ばかりでなく、使⽤による故障・事故についても保証の対象外となります。 

3) 安全のため、作業前に〈5.5 ⻑期保管のしかた〉を参考に燃料タンク及び気化器内の燃料を抜い
てください。燃料が⼊ったまま本機を傾けると燃料漏れ、オーバーフローの原因となり危険であ
るばかりでなく、作業後のエンジン始動が困難となる可能性があります。 

4) この作業は必ず⼆⼈で⾏い、作業中刈取部が落下しないようハンドルをしっかりと⽀えながら
⾏ってください。 

5) 前回の作業時に縁⽯や⽊の根等にナイフが当たり、ナイフやナイフディスクの曲がりや⽋損が⽣
じていないか、ナイフやナイフディスクが摩耗していないか、作業開始前に点検してください。 

6) ナイフの摩耗、割れ、曲がり、⽋損等を放置したまま作業を続けると、作業中にナイフが折損し
て⾶び出し、重⼤な⼈⾝事故を招く原因や、本機破損の原因となる場合があります。 

7) ナイフの交換は必ず全数同時に実施してください。部分的な交換はナイフのバランスが狂い、振
動発⽣等の原因となります。 
 

   
1) ナイフの交換作業は適切な⼯具と整備技術をおもちの⽅が実施してください。 
2) 袋ナットも摩耗します。ナイフの研摩の際には袋ナットも同時に交換するようにし、決して他の

ナットで代⽤しないでください。 
 

 5.4.1 ナイフの点検・交換  

①エンジンを停⽌し、念のため点⽕プラグのキャップを外してく

ださい。 
 

②もう⼀⼈の⼈に本機のハンドルを押し下げてもらい、刈取部分

を上げて作業中保持してもらってください。 
 

③フリーナイフディスク･ナイフの割れ、曲がり、摩耗を点検。 
 

④フリーナイフディスク･ナイフの締付ナットの取付け状態を点

検してください。 
＜各部締付トルクは 5.4.2 ナイフの取付け⽅参照＞ 

※下図の様に異常な状態になっていたら、ナイフの左右を⼊れ替えて使⽤するか、交換してください。 

新  品  左右⼊れ替え   交          換 
  磨耗  ⽋損 曲がり 

右ネジ左ネジ

ナイフの位相は互いに９０°

締付ボルト(メック)右ネジ 
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参考； 

1) 乾燥した土や砂を含んだ場所での使用はナイフの摩耗が早いため、頻繁に点検してください｡ 

2) 予め予備のナイフをお買い求め頂き、手元におかれておくことをお奨めいたします。 
 

 
5.4.2 ナイフの取付け方 
 

                  ①フリーナイフディスクにナイフ交換工具を差し込む穴が

あるのでナイフ交換工具を取り付けてください。          

                  ②フリーナイフディスクを締め付けている M8 のボルト２

本を左に回して緩めてください。 

                  ③フリーナイフディスクを取り外したのち、固定してナイ

フを交換してください。  

 
 
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆◆ナイフの取付けは、下記の点に注意して実施してください◆◆ 
 
  

1) ボルト・ナットは、ナイフ交換の度に交換してください。 

2) 右カッターユニットのナイフは左回転、左カッターユニットは右回転します。このため、右カッ

ターユニットのナイフを固定しているＭ１２袋ナットは回転による緩みを防止するために左ネジ
．．．

が、左カッターユニットには右ネジ
．．．

が使用されています。 

3) 特にナイフネックガード付での脱着の際(草屑の清 掃時等)、またはナイフネックガード交換の際に

は注意してください。 

4) 上図を参考に８本のナイフをセットしてください。セット位置を間違えると回転中に干渉し、ナ

イフの折損、欠け、振動等の原因となります。 

5) ナイフセット後は各ボルト・ナットを元の通りに確実に締め付けておいてください。 

 

フリーナイフディスク 交換の目安 
５０時間もしくは１年毎のいずれか早い方（曲げ、摩耗などが認められない場合でも） 

                    

                    

                    

                    

                    

                   

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

ナイフ分解図                 ナイフ分解 側面図 

フリーナイフディスク ナイフ交換工具 

※ナイフの上下の向きを確認 

※ナイフは上下入れ替えて使用可 

締付トルク（M10）  

80N・m 

(815kg・cm) 

締付トルク（M8）  

40N・m 

(407kg・cm) 

締付トルク（M12）  

93.2~107.9N・m 

(950.4~1100.3kg・cm) 
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